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大阪大学i1語文化学 V01.11992

東西の演劇伝統の現代的接点、

The recent increase in the international exchange of dramatic
aTt has created a 目radual awaTeness, on the part ofthe western au、

dience, of the virtues of Eastern theatricaltraditions which have

kept a11Ve a tradition of highly symbolic aTtistic representation.

Symbolic ideas and emblematic mea11ings, essentiaⅡy religious and
folkloric, are found put into code in every paTticular detail of the、

atre space. The combined eaect ofthis codi丑ed symbolism, found,

for instance, in the rlgorous geometty of lv0五 t11eatTe, has always

been vitalto the performer on the traditional EasteTn stage.
The excavations ofthe Rose and the Globe in 1989 haveopened
a new vista in the appreciation of the importance of Renaissance
Stage space. Evidence shows that these Renaissance theatTes were

Clrcular and probably vitruvian in their basic ground plan and
Classica1 抑d mediaevalin tl)eir codi6ed theatTicalsymbolism. T11e
disruptlon in the performing aTts, caused at the time of the total

annihilatioin of the Elizabethan theatTes by the putita11S gave
rise to a modern theatre distanced from its roots. The possible
recovery of the original conditions of performance as experienced
in the Rose and the Globe may be usefUⅡy combined with the
{urther discovery by western theatre of Ea5tern theatre that has
SuccessfUⅡy sustained the traditional force of theatTical arts.

藤細災一

1991年8 打、東jKで第ん回「到馨シェイクスピア会議が開催された。会議の、主題

は「シェイクスビアと文化的伝統」(shok郎POON 抑d c゛1tU稔11皿diti0那)であ
る。「文化的伝統」が複数になっていることからも分かるとおり、シェイクスピア、

の演劇の理解を従来のようにシェイクスピアを生みだしたヨーロッパ文化の伝統

だけではなく、それとは異質の文化の中でどのようにシェイクスビアが深く解釈

され、新'しい理解・と衣現が創造されっつぁるかを探ろうとする試みが、そこに込

められていたとぢえてよいのである。その背後には、ヨーロッパの文化は近代に

*A contenlporaty E11Countel ofTheatTical Traditions East and 、vest (Minoru FU.11TA)
"';語文化研究科,_詣吾文化氏1際関係論講序
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人って先進的な役割を果たしたことはまちがいないとしても、文化の仏統という

ものは、地球.しのいかなるところであっても、それぞれに深い内容をもち、都hl

に置き替えることのできない特質を備えていて、レヴィ・ストロース的な文化人

類学の立場からは、文化に優劣は無いということが暗黙のf解を形成してきた郭

災が潜んでぃるといえる。またさらに河えば、ルネッサンス以降のいわゆる西洋

の近代文化がようやく・・つのliき詰まりに到達して、創造的な展開を必ずしも 1、

分に果たせなくなったために、あたらしい活路を西洋文化以外のところに求めよ

うとする動きがそこに潜んでいるといっても、必ずしもまちがいではないのであ

る。ワシントンやストラトフォードやべルリンなどを絲て、排1催地がそれらとは

異種の文化鬮にはじめて移されたことは、複数の文化的伝統を視野に人れなけれ

ば、もはや文化研究は成立しないという厳然たる嚇実が共通の理僻となっている

ことをまさしく物語っている。

竿名はこの国際シェイクスビア学会でセミナーのひとっをoh0辻する貞務を受

け持ったが、Π本をふくむ東洋の伝統演劇の視点からシェイクスピアの演劇をと

らえなおすところみとして、このセミナーの主題を"Ading ond Longuogoin

Shok部P.a,o and th. Ea.tom Th.atro"とした。・ーノjですでにアントナン"アル
トーやビーター・ブルックらは、東洋の演際噺云統をささえにしつつヨーロッバの

現代演劇にたいする批判を加えてきている。しかし、それと異なった力向から、

とくに誇語ないしテクストを基本とする現代のシェイクスピア演劇の上知的理解

の傾向から、劇場空間での多商的な表現力にあ'、れたパーフォーマンスとしての

シェイクスビア演劇の本来のありかたを回復し、もう一皮その演劇を、それが誕

生したルネッサンス演劇が保;寺していた伝統的文化空問の意味へおしもどす試み

がなされねばならない。その力法として、能・歌■郡支・文楽、その他の東洋の演

劇のt0加lth肌tN としての表現のあり方と共通する基継を、エリザベスW狐δ代の

ルネッサンス劇場牢闇の愆味と、そこにおけることばと演技のあり力の中に確認

してゆくことを、このセミナーで愆図したと言えるのである。本倫も、シェイク

スビア演劇の場合において、日本とヨーロッパの演劇文化の相互に異.なった伝統

が、本質的にどのようなかたちで現代において接点を1,寺ちうるかを老察しようと

するものである。そのために、シェイクスビアにおいてありえたルネツサンス演

劇空問の意味を、東洋の伝統的演劇空問の意味とネよびあわせて検証しておきたい

のである。

東西の演劇仏紕の現代的接'点



1989年のロンドンに、演劇に関心をもつ人の注[・1が川界小から集まった。17 川

紀半ばに姿を消したシェイクスピアH村tの二つの劇場の遺跡が棚次いで発掘され

たのである。イタリアの盛期ルネッサンスから・・Ⅲ紀近くもおくれてイギリスに

ルネッサンスの波が防れるが、イタリアのルネッサンスがミケランジェロやラッ

ファエロの彫刻や絵画で代衣されるとすれば、イギリスのルネッサンスは、シェ

イクスビアを中心とするエリザベス朝時代の劇作家による演劇によって代女され

る。努時のロンドンには、観客を2千人は収容したとぢえられる人劇場の地球序

(tho Glob田をはじめ、 1・余りの公衆削リ昜(publk thootN)かΥfイfしていた。特に
現在のロンドン橋を南に渡ったあたりのテムズ川畔のサザックの地に、地球座や

n鳥座(thoswoo)や謡薇座(tho R0託)や示望座(tho H叩0)といった劇場が架
まって演劇地区を牙勿戊していたのである。シェイクスピアの属する同上・座が地

球座を本拠とするのにたいして、それと対立するもう・'つのムソJな劇団である海

箪大臣一序は薔薇座を本拠としていた。そしてこの二つの劇場は、道j客を隔てて

ほとんど1-1の前に相互に向かいあう位織に存在しているはずであった。はずであっ

たというのは、二十世記の今Πまで、これらの慮ψ昜のイfイfを現尖に備{認しうる物

理的丁・がかりは何ひとつ存在しなかったからである。ところがロンドン博枷官の

「考占学リ訓査の専門家の子で、おもいがけず地下から筋薇序が、つづいて地加1ξ

が、1989年に遺構として発掘されたのである。

イギリス・ルネッサンス時イtの劇場は、 17 世紀の半ばまでにととごとく地_ト.

からその姿を抹オ没されてしまっていたのである。この劇場のよ棒艾に予を貸したの

はイギリスのビューリタンすなわち清教徒であった。シェイクスピアの11寺代の口

ンドン市(tho C北y)の中枢をにぎっていたのは、イギリスの[司教会を改革し純化

しようとするビューリタン逹で、彼らはまた社会の道徳的退廃をもたらす根源と

して演劇を目の仇としていた。1640年代に人って、国教会の貯長たる氏1_王チャー

ルズ・・'世とビューリタン側の議会の対立は決定的となり、42年には内乱が勃発す

る。ロンドン市の周辺にある劇場の建物はことごとくビューリタンの乎で破壊さ

れ、44年までに完全にその姿はこの地上から消滅したのである。このことは少な

くとも二つのことを意味している。すなわち、第・・・にシェイクスピアの溢線川よそ

の本来の演劇空冏を失ったということ、第_二にその演劇空問が独111にもつ"号体

系を同時に失ったことである。能がその本来の演劇空闇である能外台を失い、歌

鰯伎が歌既伎の伝統的雛台を失ったとしたらどうなるであろうか。それでも依然

として能の上演も歌鯉伎の上演も可能である。しかし明らかにそこに演じられた

藤田火 5
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ものには何かが失われ、何かが変質してしまっていることが予想されるはずであ

る。現代のわれわれは、シェイクスビアの祚品仂杠矧北の原ψ昜の舞台で 1・,演される

のに余りにも慣れており、シェイクスビアがエリザベス朝時代のルネッサンス劇

場の演劇空冏で枇想され、小命を付リ・されたものであることをもはや念頭に置か

なくなってぃる。問題は、ルネッサンス時代のイギリス演劇の空闇が今は失われ

たということにあるのではない。ルネッサンスの演劇空制を場としたときにあり

えたであろうシェイクスピア演劇の、本来の深い衣現性に思いをいたすことを忘

れてぃるーそれが開題なのである。演劇が木来もっている表現件は、その演劇本

来の固村の場との料1関でとらえうることが予想される。従って、仏統的な本来の

雛台の形式を保持しているU本の能と文楽と歌邪伎は、演劇の占い伝統というも

のが現代にも牛きて本来の深い酒緯哘生を啓示することがまさしく川、能であること

を、明確に証しする存在なのである。

1590年代のある11寺、ヨハネス・デ・ウ.イット(Johann部 do witt)というオラ

ンダの・・人の学牛がロンドンを訪れて、テムズ川を渡ったところに誌薇座とn鳥

座という劇場を見つける。(1599年に建つことになる地加睦は、まだこの11寺には

姿を見せていない。)この学ソ七は、これらの劇場が人造の円形劇場で、そのかたち

が口ーマ式の劇場に似ているのにg脚末をもった。彼は、広い張り出し既台とその

背後のfリ'呂構造の此ag.facad.な中心にして、その乃1イiに三則の gaⅡay すなわ

ち桟劇帛がほぼ門形に劇場の中庭をとりまいている犹態の内・鳥座の内部をスケッ

チした。彼の友人の'人がたまたまそのスケッチの写しをとっていた。19 世紀に

はいって、オランダのある文.片資翆桧官の'隅からたまたま発見されたのが、白鳥

座のスケッチのこの勺tしであった。これが今日までエリザベス柳1寺代の劇場の様

fをしのぶ唯一の、しかし問接的な証拠であって、上述のように、劇場そのもの

の存在を物理的に証拠立てるものは片鱗も存在しなかった。

劇場を失ったエリザベス朝演劇は、もっぱら当"寺出版されていた芝居のテクス

トの形で後代に受け継がれることになった。1616年にシェイクスビアは没するが、

その劇団の友人たちはシェイクスビアの作品の全作品をあつめて編集し、「二つ折

本判全集」として刊イfした。シェイクスビアの*前にも、彼の作"仂ゞ1二演されると、

しばしばそれがテクスト化されてΠ川つ折本版」として出版されていた。ビュー

リタン革命でシェイクスビアの劇場が失われ、それとともにこの演劇窄冏で創造

されていた演技の仏統が消滅しても、シェイクスビアはテクストとして残ったの

である。そのととがその後のシェイクスピア演劇の述命と性格を決定するのであ

東内'の演劇伝統の現代的接,'1i



る。1660年にビューリタン革命の時イ勺は終わり、囲_モチャールズ、1世がイギリス

に王政を回復させる。それとともにイギリスに淡劇がふたたび戻ってくる。しか

し、その劇場は、かつてのルネッサンスの演劇の場であった古代口ーマの円形劇場

にまごうエリザベス朝公衆劇場とは異質の、大陸の新しい劇場の形に影智をうけ

た額縁狸台の劇場であった。演劇の内容も入陸のフランスの演劇の影粋暫劇早に

うけたいわゆる Restωationdramaつまり王政復古期の劇といわれるものに変質

してぃた。シェイクスビアの演劇もいち早く復活したが、それはあたらしいこの

B子代の精神や知的・風俗的モードにあわせて改作し通心させたもので、エリザベ

ス朝時代のルネッサンス演劇の仏統からは深く断絶したものであった。畍代はす

でにルネッサンスをはなれて、近代に人っていたのである。それ以後、テクスト

としてのシェイクスピアは、つねに時代とともにあらたに解駅し心され、つねに

あたらしい演劇空問に迎'6させられてゆく運命を背負ってしまうのである。しか

もなおシェイクスピアの演劇は、演出家によるいかなる新奇な觧釈にも耐え、い

かなる新機軸の劇場窄開にも受容されうる迦心性のあるととを、20 世紀の今Hま

で証明しつづけてきているのである。

しかし、シェイクスビアの演廊Ⅲこ1燭する第一'の問題't肋ゞ、尖はこのすぐれた適

応姓の中に淋んでいるいっても過言ではない。すなわち、Π本や中国など東洋の

諸民欣が、能・文楽・歌,矧支ないし京劇やその他の伝統的な演劇形式を今Hまで

維持してきてぃるのにたいして、シェイクスピアの演劇が17 紲紀の半ばでルネツ

サンス劇場としての地1求k豆窄問を喪失したということは、それがいかなるかたち

でその後の11村tを牛き延びょうと、シェイクスピア演劇の本質にとっては政命的

な打撃であったとぢえられるのである。1660年に主政が復活した際に、ただちに

シェイクスピアの劇がk演されたとしても、すでに劇場は、その劇が構愆されて

いた演劇牢問とは多分に異質であった。シェイクスピアの作品はH山に改作され、

新しい形式の瓣台空闇に"由に適介するように演技は展開した。仏統的演劇空制

ではなくて演出家の解釈が演劇を支配するようになった。演技衣現の奥打きでは

なく演出効果の独創枇が重んじられるようになった。現代の劇場では、シェイク

スピアのテクストにたいする演出家の知的理解や個性的な読みが、シェイクスピ

ア演劇の令繭に押し出され、俳優の演技はもっぱら演出家のテクストの知的理解

や個性的な解釈の表現に本什するヂ段になってしまった。ビーター・ブルツク淡

出の「りア臼や「真慶の夜の夢」などは、彼のすぐれたテクスト理解とそれに

もとずぐ演出が成功した、むしろ例外的な場合であった。現代は俳優の劇場では

藤田実 7
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なく、演出家の劇場なのである。そのピーター・ブルックですら、岐近シェイク

スビア劇を演出したιO T'机ルたでは、能を連想させる力形の鯉台の形と禅庭剛

をしのばせる砂地に岩イi'を配置した構成とを場加に採川して、Π本の仏統的牢制

の記号的性格への忠い人れを愆識的に導人しているのは註江Uこ仙する。

伝統は、そのまま拘東に転化する。シェイクスピアの演劇はルネッサンス的な

伝統的劇場空問の拘東から解放され、四つ折本や二つ折本のテクストのことばの

1二知的理解に唯・'の根拠をおく演劇となった。それはカトリシズムをはなれた近

代のプロテスタンティズムが、聖書のことばの理解と解釈に iソJをおくようになっ

た経紺北いささ力一以ているといえよう。砂計tのシェイクスビア溢線りは、そのルネッ

サンス的な発生の基於から全く切りはなされ、仏統の制約をうしなって、演出家

の個性の窓意的ともアナーキーともいえるテクスト解釈の自由さへと放仟されて

しまった感がある。アントナン・アルトーやピーター・ブルックの老えてぃるよ

うに、シェイクスビアをふくめてヨーロッパの演劇は、明らかに哀弱し、ちから

を失っている。・・カ、 H本の能役者にあっては、能のテクストはけっして役者の

外部に文字として独立して存在するものではない。能のテクストは演技の修綵を

つうじて役名の身体に記憶され保打二されている。能役名の家系や流派に伝ノ氏され

ているテクストは、この能役名のなかに身体的に刻み込まれている「前テクスト」

(Pル・toxt)なのである。われわれが目にする日Ⅱ削されたテクスト、いわゆる謡曲本

の形のものは、この能役名の内部に存在した「前テクスト」段階のことばが、た

またま便宜的に視覚化され文字化された結果にすぎないと考えられているU。歌

繰伎の役名における台本のテクスト、文楽の浄瑠璃テクストも、すべて本質的に

演者のなかに身体的に記憶された「ことば」であり、おどり・しぐさ・うた・曲

熊台空問のすべてをそこに統・・的に吸収している肉体化された片語である。劇場

空問で演技するのは、演出家のテクスト解駅ではなくて、この役名の・1.に身体化
されている内的言語である。

東西の演劇伝統の現代的接"1J;

演劇伝統の拘東の第・のものは、劇場空問による拘束である。そのことは、伝

統的な演劇空問を維持している民族にとっては自明の理であり、それを維持して

こなかった'獣にとっては無縁の理である。日本の伝統演劇が能は能舞台、文楽

は文楽の舞台、歌郷伎は花道のっいた歌継伎の批台と、それぞれに他と縱き替え
ることの不可能な劇場舞台を固有に維持して、その演劇表現を深化させてきてぃ

1この点に関しては、竹中晶宏氏から義示をうけた。



るのである。能辨台はつねに厳密に三問四方の正方形の謡台をもつ。その正面奥

の老松を描いた鏡板、郷台の右側に接続する地謠座、舞台後方に接続して嚇子力

や後見が座る後座、能役名の登場する橋掛り、橋掛りの前の白州に等闇隔に植え

られた・・の松・二の松・三の松、解台の四方に配備された民付柱・シテキ主・ワキ

柱・1耕主と、すべての能狸台はこれらの細部を正確に具備している。三問四方の

正方形の舞台は、能役者の身体の中で縦・横あわせて9つの・・・間四方の正力形が

集合する空間として意識され、その9つの正方形の区画は「正,村「正先」「常座」

などの名称があたえられている。つまり能舞台の空間のあらゆる意味を持つ細部

には記号が芋えられ、そこに演技する能役者の衣装の質・能画の種類・舞の型も

あわせて、全体が演劇的記号の集介であるといっても過言ではない。文楽におい

ても、歌奨伎においても、本質的にはこの演劇性の記号の厳密な組合わせと瓢幟

化は同じである。

現代の日本や中国において、伝統的な演劇の演技は、この瓢嫌哉化された記号の

集合のうえに成立しており、優れた演技や深く感動的な演技は、すべてこの記号

の剤識に肉体内部であらたな意味をあたえる役名の力量にかかっている。そこで

は記号は拘束であるよりも、意味の生成に転化するのである。能役者の演技は、正

確にこの記号の組合わせの上に成り立っている。能面をつけたシテにとって、詐

されてぃる視野は極J女に制限されているが、その狸台の九つに区分された三間國

方と、閣隅のシテ札や目付イ上などの空問的記号は、シテの演技のどの瞬問にもか

かわりつつ、その演技を支えている。能から歌錘伎にうつされた例えば「勧迪帳」

なども、辨慶の花道からの登場から最後の六法を踏んでの退場まで、その淡技か役

者の恋意的な自山にゆだねられている部分は皆無であり、すべて厳密に舞台空間

と演技の記号的綬合わせの中で進行する。もっと非様式的で写実件に待む演し物、

たとえば近松門左衛門の「傾城反弛香」つまり「吃又」のような場合でも、かつ

て東京の同立劇場の花道で、今は亡き尾k松獣が弟子に吃又の稽古をつけていて、

これはと驚くほど細部の細部にまで演技の型を教え、みずからもその演技の型を

身振りで繰り返し繰り返し熱心に演ずるあまり、その身につけていた腕時計が観

客席までふっとんでしまう光景を見たことがある。またあるときにΠ尹賀越道中

双六」を京都の南座の三階席から見たことがあったが、その六段目の「沼津」の

場面に、年寄りの平作がゞ判W於重兵衛の荷を担いでよろよろと歩く演技の見せ場

がある。この平作を、これも今は亡き中村勘三郎が演じて好演であった。この場

のために、とくに1両花道、すなわち本花道と対称の位置にもう'本の仮花迺がし

藤田実 9
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つらえられるが、この仮花道で、・ナιして不規却Nこよろよろっとよろめいて、そ

こからあやうく落ちかかるような危うげな年寄りの足取りのりアルな淡技を、 三

階から花迫を見ドろしていて、勘三郎が厳密に幾イ可学的なステップのパターンを

繰り返すことを通じて成りたたせているのを発見して驚暎したことがある。これ

に相当するものをヨーロッパに例をとるならば、厳齋な振り付けをとおして演じ

られる伝統的なli↓拠バレーが、これに通底するものを持っているかもしれない。

文楽においては、浄瑠璃の語り・、三昧市泉・三人がひと紲の人形造いたちのこの

三者のアンサンブルが、語りの台詞と音楽と舞台空間の複雑な記リ・の上に演技を

成立させていることはいうまでもない。地謡と、大鼓・小鼓・笛の嚇子方と、浄井支

するシテ方とワキカ'と、これらの各パートが固有に形成している記号の系が緊密

に組みあったところに、様式的であろうと写実的であろうと、能雛台特有の伝統

的演劇の表現世界が成立している。もとより記号的な系が複雑で、しかもそれが

緊密にくみあわさって演技が成立したからといって、そこに演劇衣現の深まりを

保証するものがあるわけではない。それだけでは、たんなる仁珠愈内しきたりの拘

東に他ならない。現代の劇場の鯉台牢問は、そこに何物をもIJち込める受容性に

富んでいる。しかしながら、空虚な舞台空間それ白体は、何ものかを表象として

能動的に意味することが期待されていない単なるWidである。瓣台装識家と照明

係と役者と演出家によって、ある瞬間には衣現的意眛をそとに持ち込まれること

はあっても、それが終わった次の瞬問には、ふたたび意味の欠如した、灰色のコ

ンクリートがむきだしの虚の空問に戻されてしまうのである。他方、 n請允的な淡

劇空問は、それが発生した根源を、意識的にせよ無意識的にせよ、その記号体系

の中に組み入れて成立しているひとつのCosm那である。それゆえこの演劇性の

記号体系をその肉体に吸収して演技する役者は、本質的に無意識にその演劇を根

源から演じてしまっていることになる。能や文楽や歌1矧支の演名たちの亨ける最

高の恵みはそこにあるといってよいのである。現代の劇場で演技するものの不幸

は、演劇を通して根源に触れる可能性を与えられないでぃることである。あまり

に伝統的な歌継伎と訣別して、「新派」が生まれ、陳捌玉剛」が輿山、また「新劇」

が登場した。現在、すでに新派はほろび、新国劇は消滅し、新劇はほとんど形を

失って、歌舞伎だけが生きている。日本民族の深い民俗と祭祀の根源をかかえこ

んだまま、それを演劇的配号に古きかえて能も文楽も歌瓣伎も今日にいたってぃ

る。大阪の岡立文楽劇場の正師高くに「が削と認識できるものが、なおも伝統的

劇場の象徴として掲げられているのは、演劇のもっ深い記号性を雄弁に物語って

東西の演劇仏統の現代的接点



いる。同様にエリザベス朝E寺代のルネッサンス劇場としての地球座やその他の公

衆劇場もまた、深く演劇の記号体系を内蔵していたとぢえられるのである。そこ

に東西の演劇文化の最もjbド的な接",父を見出すことができると思われるのである。

例えば歌俳伎の劇場は、槌・を「依りしろ」として神がくだり、そこから凡こ花

道力溌して舞台へ接続する神事の場を記号としてもっ幻。能舞台の11'1繭奥の大羽目

板である鏡板いっぱいに描かれた老松は、神を祀る社の境内に牛うる松を意味し

ており、舞台で演じられる能が本来は神に棒げられる演じものであるというメツ

セージを伝える記号である。現代では市小の能楽堂で演じられることを常とする

能楽も、能綴台そのものは、本来は寺や神社の境内で演じられていたものである

能楽の根源的竹格を明瞭に維持しているのである。ある超越的なもの、あるいは

ある形而上学的なものとの関係が、これらの演劇的記号の系に紕み込まれている

のである。かって誰であったか失念したが、演劇は祭式から脱浩したものである

と言ったひとがあるが、脱落ということは、かえってその根源を内部に瓢好寺して

いることの謂であると考えてよいのである。その点から興味があるのは、ルネツ

サンス劇場としてのシェイクスビアの地加釜も、あきらかに近代の劇場と本質を

異にしたある形而上的竹格を持っていたと考えられることである。

現代のシェイクスピアの劇場研究を代表する一人はジョン・オレルである。彼

は地j滋豆がビューリタン革命の波のなかで破壊されてしまう前の16如年頃に製作

されたウェンシスロース・ホラーの精巧な銅燃会1町の「ロンドン述牙U から、当の

地球座の位置と形状とを復元的に推定した。そしてさらにこの地球座をロンドン

の地形に正確に配置して計測してみると(地球座は1599年に建ち 1613年にシェ

イクスビアの「ヘンリーハ世』の_L演中に火災で焼失し、翌年に向じ場所に冉建

されたのがいわゆる第二地球座であるが)、この劇場が建った郁とおぽしき慶至

のΠを計・算したネ'果は、ちょうどそのΠの目の出の方向と地球座の瓣台が向けら

れてぃる方位とが一致することが判明したのである。それは、教会建築が小世D、

来、祭壊を真東に向け、人り口を西にむけるように建物の力位を定める、いわゆる

。H。ntationが施されていたのと軌を・・にしている。墓至のΠの太陽の出現する方

向に劇場の既台をむけることは、オレルの表現によれぱ、宇樹のヰ・,心に向かって

劇場が建てられていて、この地球座は"tho huo Eng1玲h ThoatN ofthoNVOHd"

つまり正真正銘のイギリス産のΠせ界(宇宙)劇場」だというわけである円。そ

藤田実 11

ユこの点に関しては、安西11懇t氏から教示をうけた。
.John 0訂01, Th. QU'.t fo, Sんok"ア.0柁" Glob.(camb亘d80,1983), PP.139-57
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とには後に述べるようなイタリア・ルネッサンスからの直輸人ないし舶來ではな

い、イギリス人の尖感に即した宇宙性の劇場への思い人れが潜んでいる気配があ

る。デ・ウィツトの白鳥座スケッチに見られるような、当時の公衆劇場の舞台を半

ば覆っている屋根の犬J・tには、宇宙を形象する天球図が描かれていて、この舞台

で演技する役名にも、謡台を注視する観客にも、この劇場空間が宇宙性の記号を

になっていることが不断に意識にのぼっていたことは問違いない。

東西の演劇伝統の現代的接点

1989年、ロンドン愽物館の考古学専門家の手によって発掘された絡御軽の遺構

は、デ・ウィットの白鳥座スケッチから推測されていたとおりに、円形の',1.庭を

とりかこんで桟敷席を構成していた建物の煉瓦と基礎杭(pil.)でできた上台部分

がみられる。その桟蜘'の 1二台部分の外周は平面図のかたちで14角形をなしてお

り、その多角形の輪郛は、さしわたし72 フィートの円に接近するもので、この葡

薇座が全体としてー・つの円形劇場の形態を有していたことが明かであった。この

形態は、現存するロンドン絵図のなかに見られる地加夏の円形劇場的な形と正硫

に照応する。もっとも1587年にたてられたこの誌薇座は、劇場所有名であった

フィリツプ・ヘンズロウ(philip H0郡10W田が残している祀録から見て、 1592年

には劇場の構造を部分的に改造されており、それが発掘された許薇座の遺構の平

面図的な形態にも、嚇実として明瞭にあらわれている。すなわち、本来は直径72

フィートの円に近いH角形の煉瓦と基礎杭の士台剖砂)が、その・・・方の既台のあっ

た部分を6フィート半後退させ、したがって、ほぼ円形をなしていた桟劇鳶の建

物の部分が既台の両翼のところで、6 ないし7フィート直線的に引き伸ばされる

結果となり、砿薇座の平而図形は円形からチューリップ型ないし馬蹄型にひずみ

を帯びたものとなったのである')。現在までのところ地加亜の遺構の発掘の方は、

桟劇常の川窪と内畦や劇場の階段部分の基礎部分のわずか10メートル平方てぃど

の極めて小区画に限られている。つまり、この段階の訓査が、地球座の正確な位

置と遺構の保存状態を知るためのものであって、地球座の平面図的規模での令体

が調査されるのは、何年先になるかは明暸な見通しは_立っていない。しかも編薇

座とは違って、地襲1ξの遺構の相ち部分がAn血ωT町地四というすでに歴史的に

保存が決定している占い建築物の下にもぐりこみ、さらにその建物の表を走る広

い通りの、下にまで広がっている可能性がある。またこの・・角は和Π北にもわたって

4Andtew

1992), PP
Gurt, The SんαkesP巴αreα71 Stage 1574-16イS, Thitd Edition (cambrid8e,
124-30



建築物が建て轡わっていて、それぞれの基礎部分の痕跡が複雑に人り紕んだまま

残っていて、そこから地球座の遺枇をよりわけて発掘していくイ乍業は容易なこと

ではない功。このⅨ岡の所イi名は地球座の遺構の保存には理解をしめして、語薇

座の場合のように再朋発をしてそこに大きな近代的なビルを建てるようなことを

する討・Nljは無いようである。名血は、遺構が存在すると推定される部分の何ケ所

かに羽査川のボーリングを掘って、研究を進める模様である。

これまでエリザベスW卵子代の劇場の研究は、 1iιのn鳥座のスケッチや、16-フ

世泥のロンドン絵図や、立運座(thoFmtun.)の建築契約i11などの現存の文井と、

シェイクスピアやその他の劇作家の作ム、1,のテクストから拾い出せる劇場の物理的

構造や狐台空問や演出にたいする'及を、相互に整介件を保ち矛盾しないように

総介して、いわば、すべてのエリザベス朝時代の劇場を代衣しうるようなある理

想型としての「エリザベス朝公衆劇場(th.圃露aboth叩 Publk th卵t詑)」のπ牙黛
を推定していく作業に終始していたのであった。 J. C.アダムズの rh' GI。6.

Ployho"叱(1942)をはじめとしてC. W、ホツジズの Th. GI06. R郎t0兜d(1953)

復元しようとする試みであった。しかU剥場空問はけっしてたんに物理的形態の

復元によってのみその歴史的意味が解明されるものではない。地中海沿岸に今1_1

もなお残されている占典占代の劇場、たとえばギリシャのアテネの古代ギリシャ

円形劇場やシシリアの古代口ーマの円形劇場は、それぞれいわゆる古代ギリシャ

の犬文学名プトレマイオスの円j惨ド市図に代表されるような占典占代のコスモロ

ジーを表象する「世界(宇1鋤劇場」であった。この杉え力は占代口ーマの建築

家ヴィトルヴィウスの建築理論書である「建築十i井」で、占代口ーマの円形劇場

の平面図作図法を小すところにあらわれている。その記述には、「劇場令体の平脚

図は次のように構成しなければならない。中心を決めて[建物の] 1二台の刷囲に

なるべきものに棚町する円jぶの線を引き、その中にこの円周の線に[内1 接する

ように等冏隔に4つの正_ξ角形を揣き込む」とある。ヴィトルヴィウスによれば、

これは名時の犬文学打が犬体の音楽的訟翊1から盲険をおこなう1捺に、犬の12宮す

なわち卯dia0の円形のなかに4つの正ごyり形を払桔込んだのと同じ作業であり、

篠則突 13

5舗'紗盆と地WXの遺桃の発掘にっいては、拙倫「地五鄭互の意味と衞御豆の発掘」(Π木建築
学会「建築無爺謎特集・建築と演劇第104巻 1288号 1989年8 打 32-5.おPP .

よび「箇'好父と地と欺荏ーエリザベス朝公衆劇場の発掘」「英語1¥年」第玲5巻10 ぢ・ 1990
481-4 参熈{。年1月 PP
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明らかに占代口ーマ門形劇場の平商図の円形性は大'1噛のかたちをj'礎にして決

定されたものであった。さらにヴィトルヴィウスによれば、これらの招倦込んだ4

つの止.三角形のうち、そのーつの・'辺が先の円佶功、ら,・}形になる部分を切断する

線をなすとき、その線は瓣台正禽壁の位置を決定する。またその線と平行に円の

中心を通る線を引けば、それが平面図上でPlatf仭m (1琵台)と0此h部ha(半円形

平士間)とを区分する線を形成することになるとしている。また4つの正三角形

の各頂点と円周とが交る点は、そのうちの7つが円形劇場の励形の観客1,臂に区画

をっくる階段通路の位遣を定めるものとなり、それ以外の(解台の側にくる) 5

つの交点は掘台背景にあらわれる扉の位鐙を決定する。すなわち交点で難台の中

央にくるものは、解台正面の「王の扉」の位置を、その左右に来る2つの交点は
客室の扉の位羅を、そして籬台の両端にくるのこりの2つの交点は舞台の両杣の
通路の位置を平師図のうえで定めるものとなる゜)。

ヴィトルヴィウスの占代口ーマの建築理論は、ルネッサンスの貼オ北に掘り起こ

されてフィレンッエやパリで復刻され、ルネッサンス建築の大きな指標となった

ことは言うまでもない。イタリアの建築家パラーディオが、ヴェニスで刊行され

たダニェレ.ノ勺レバロ注のヴィトルヴィウス「建築十当」に掲げた口ーマ式円形

劇場の平面図は、モデルとしてルネッサンスの劇場建築に大きな景夕靜をり,えたこ

とが考えられるのである。そして、ヴィトルヴィウス建築古の後刻されたルネツ

サンス時代の諸刊本が、他ならぬこのヴェニス版をもふくめて、エリザベス女王

の宮廷の顧問学名であったジョン・ディー(JohnD配)の蔵轡のなかにみいだされ

るのである。この事実を洗いだしたのは先年亡くなったイギリスのルネツサンス

学者のフランセス・イェイツであった。彼女はルネッサンス新プラトン 1ξ義の智

者ないし学者としてのジョン・ディーの果たした役削を調べる過程で、ヴィトル

ヴィウスの建築をふくめてさらに広く科学技術の面での当時のエリザベス朝時代

への影瓣に注目し、そのコンテクストの中から、 1576年の最初のPubliotheatN

である劇場座と、それをうけつぃだ地球g兵が古代口ーマの劇場にならって円形劇

場として誕牛したルネッサンス精神史の問題を、その茗書 Tん印h.of仇. Wのld

(1969)に提示したのであった。フランセス・イエイツのこの力油の研究での画期
的役割は、エリザベス朝時代の公衆劇場の問題を、他ならぬルネツサンス研究の

中心的課題として成立させてしまったことである。すなわち、劇場座を建築し、そ

東西の演劇伝統の現代的接"無

6Vitruvius, Tんε Teπ召ook3 0f ATchitedurε, tT. M.H. M0工呂an (Dover,1960), P 149



れをまたテムズ川の1柳1のサザックの地に移して地球座としたジェームズ・バー

ベツジは、演劇にたずさわるものとして、宮廷人のレスター伯ロバート(Robat,

E矼10fLok価t甜)をパトロンとしていたが、同じくこのレスター伯の庇護をうけ

ていたのが、当時の智者であり科学名であった上祀のジョン・ディーであった。フ

ランセス・イエイツは、ち時のヴィトルヴィウス復興運動を大きな杵紕としてイ

ギリス・ルネッサンスの科学才支術を考えたときに、科学者ジョン・ディーが劇場

を建設したジェームズ・バーベッジとかかわりあい、それがひろくルネッサンス

の新プラトン主義の動きとも連動していることを明らかにしたのであった。つま

リシェイクスビアの地戈鄭亜という劇場は、まさしくルネッサンスというものを考

えるときの核であり鍵であることをボして見せたわけである力。ヴィトルヴィウ

スはその建築理論に、人体が充全な比例を実現しており、神殿を延築する際には、

この完全な人体の比例にならうようにというテーゼを提出しているが、これがル

ネッサンスの人問小心の思想つまり「ヒューマニズム」の原卵として計'り知れな

い影粋力をこの時代に発揮したのであった。レオナルド・ダ・ヴィンチは、円と

正方形という翻可学的充令図形に、手と足をのばし広げた人体の完全な均整を表

現する図、いわゆる「ヴィトルヴィウス的人間図」(vitNⅥ釦 6eUル)を揣いてい
るが、これはルネッサンスのヒューマニズムの思想の極めつきの象徴的表現なの

である。

本論の冒頭に、19即年にロンドンのテムズ川南岸のサザック地Ⅸで謡薇座と地

加盆の遺構の発見と発掘について触れたのであるが、それらのエリザベス朝公衆

劇場の遺構が、とりもなおさずシェイクスビア自身の時代にあってヴィトルヴィ

ウスによって象徴されるルネッサンス思想を凝縮的に衣現していたものにほかな

らないとぢえるとき、この発見と発掘の意味するところは途方もなく大きいので

ある。衝薇座が創建汽初は円形であったことが考占学的に確証されたように、今

度は、地球座の遺枇が水す劇場平面図の形が、どのように円形であり、またヴィ

トルヴィウス的な形で古代口ーマの円形劇場の理念をどの科度にルネッサンス劇

場として表現しているかは、これから研究名たちがかたずをのんで見守ろうとし

ていることである。纏薇座も地恥昼も、またその他のエリザベス朝時代の公衆劇

場も、吉代ギリシャ・ローマの円形劇場と同じように尾根を}1たず、窄に向かっ

て開かれた青天井であった。劇場の上の空はそのまま自然に接続し、宇宙につな

藤副実 15

'F'a"0.. Y.to., Th.ot,. of th' WO,1d (ROOU.d80 aod K08." pa01,1969), PP.34-41
(拙訳フランセス・イエイツ「世界劇場」晶文社50-フページ)参照。
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がってぃた。ギリシャと口ーマの占代円形劇場では、少なくともその筈遍への壮大

なっながりが、劇場のもつ.;ι号体系のなかの入きな項Hであった。占代ギリシャ

ローマの"き代からルネッサンス111イほでを艾配した 0帖m010gyがシェイクスピア

のルネッサンス円形劇場にも浸透したとすれば、その空冏はU本の能や文楽や歌

狸伎の演劇空問と同様にかぎりなく景夕岬力のある濃密な記号の組織された集合で

あったはずである。能雛台の厳密なヌ謝可学性と記号性に匹敵するものが、すでに

言及したヴィトルヴィウスの古代口ーマの円形劇場の平繭図作成の方法の"述と、

それにもとづくヴェニス版の「建築 1-11"にあるパラーディオの口ーマ劇場平面

図の中にも111硫に1大」藏されていたと杉えてよい。エリザベス彰狐寺代の公衆劇場座

の役名が、Π本の仏統演劇の場合と祠じように、演劇の根源までを組みこんだ,祀

号体系にネ贈促された劇場牢間で、このi氾号体系を愆識的に無意識的に身体に作用

させながらその意味を演技に開示していったことが推定されるのである。東洋の

演劇の伝統は、・見して閉ざされた記号体系に拘東されて普遍に向かって開かれ

てぃないのであるが、その舞台のもっ表現力と俳優のもっ演技力の深さは、次第

に大きな衝撃力をもって四欧の演劇にあらたなよみがえりを促しつつぁるのであ

る。.演劇の国際化のなかで、野本の演劇の伝統が庠昶羊な目で注Πされてきている。

シェイクスピアの演劇が演出家の仙件を超えて本来のヴィトルヴィウス空闇にあ

りえた強靱で根源的な表現を回復してゆく迫筋を、Π本の伝統演劇が啓示しつつ

あることは闇違いないことである。

東西の演劇仏統の現代的接ノは




